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人口の動き 法律相談日
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別府外科医長の説明で熱心に治療の方法を勉強する母子会のかたがた

大村母子会(井石ト キ会長会員 520人)では、 日 .づ

どろお世話になっている市立病院にいささかでもお役

に立てばと、2月21日午後1時から、リハビ リテーシ

ョンの研修を行ないました。

まず尾崎院長から病院の内容を聞いて、別府外科医

長の指導でリハビリテーションの治療状況を研修しま

した。初めて見る近代医療施設の中での献身的な看護

の姿に胸をうたれ、 治療に専念する患者さんたちが一

日も早く全快するよう祈って、意義ある研修を終わり

ました。

大村母子会は昭和31年に福祉団体と して生まれ、お

互いの心のつながりの場として、常に話し合い、慰め

励まし合って福祉の向上と職場の開拓につとめ、とぼ

しい中から敬老院や子どもの家などを慰問、市立病院

へ水銀灯や衣類などの寄付等、会員の努力が続けられ

みなさんからたいへん感謝されています。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長 岩 永 敬 之 印刷所/隆文社印刷所

市立病 院 で

リハビ、リテーション研修
(機能回復訓練棟)

大 村母子 .6. 
コヨZ

獣身釣な養護の姿iこ感激

-、‘t 

O 

乙

乙
迭

と

じ

て

く

だ

さ

い
、・'



(2) りおおむに市政だより
、昭和48年 3月 t日
11111111111111111111111111 1111111111 111111 1111 IIIIIIIIIII 11111111111111111111111111 1I111111111111IIIIIIIIIIIIIIIII 111111111111111111111111111111111111111 

始・・・・
毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
く
り
か
え
さ
れ
、
平
和
な

家
庭
の
幸
福
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
四
月
一

日
か
ら
四
十
八
年
度
分
が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
町
内
会
を

通
じ
て
加
入
申
し
込
み
を
受
け
つ

け
て
お
り
ま
す
。

開

加
入
で
き
る
人

大
村
市
に
住
所
(
住
民
登
録
)
の

あ
る
か
た
は
、
ど
な
た
で
も
、
い

つ
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

市
内
に
住
所
の
な
い
市
外
か
ち
り

の
通
勤
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
自
動

車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転
車

荷
車
な
ど
)
に
の
っ
て
い
て
衝
突

し
た
り
、
墜
落
、
転
倒
し
た
り
し

付-・・・受

た
事
故
、
ま
た
歩
い

τい
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た

事
故
の
と
き
で
す
。

船
舶
、
航
空
機
な
ど
に
よ
る
事

故
は
、
支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。保

険
料
は

一
人
四
百
八
十
円
(
一
年
分
)
で

五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み
は
、

月
割
四
十
円
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

ω亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
事
故
に

あ
っ
た
日
か
ら
百
八
十
日
以
内

に
そ
の
傷
害
が
も
と
で
)
・

・・・
五
十
万
円

凶
け
が
を
し
て
、
失
明
し
た
り
、

片
手
ま
た
は
片
足
を
失
っ
た
と

き
な
ど
(
事
故
に
あ
っ
た
日
か

ら
百
八
十
日
以
内
に
そ
の
傷
害

が
も
と
で
)
-
j
i
-
-
三
十
万
円

附
け
が
を
し
て
、
医
師
の
治
療
を

受
け
た
と
き

O
治
療
期
間
六
カ
月
以
上
・••••.... 

六
万
円

O
治
療
期
間
五
カ
月
以
上
六
カ
月

未
満
・・・・・・・・・五万円

。
治
療
期
間
四
カ
月
以
上
五
カ
月

未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
万
円

。
治
療
期
間
三
カ
月
以
上
四
カ
月

未
満
・・
・・・・・・・三万円

。
治
療
期
間
二
カ
月
以
上
三
カ
月

未
満
・
:
:
:
:
二
万
円

4今

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

O
治
療
期
間

一
カ
月
以
上
二
カ
月

未
満
i
:
:
:
一
万
円

O
治
療
期
間

一
週
間
以
上

一
カ
月

未
満
・・・・・
・・・
・
五
千
円

。
治
療
期
間

一
週
間
未
満
:
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

二
千
円

治
療
期
間
と
は
「
け
が
を
し
た

日
か
ら
平
常
の
業
務
に
従
事
す
る

乙
と
が
で
き
る
程
度
に
快
復
し
た

日
ま
で
」
を
い
い
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

サ
イ
レ
ン

~
市
は
、
か
ね
て
市
制
施
行
三
十
は
、
朝
夕
き
ま

っ
た
時
刻
に
メ

ロ

~
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
デ
ィ

ー
を
な
が
し
、
な
ご
や
か
な

~
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
の
新
設
ふ
ん
い
気
を
つ
く
り
だ
す
乙
と
で

~
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
内
し
よ
う
o

v
西
三
城
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン

V

の
屋
上
に
設
置
さ
れ
、
近
く
放
送
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、

V

を
開
始
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
愛
の
鐘
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
お

V

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
り
ま
す
。

市

県

民

税
3 

市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
と
ど

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

市
県
民
税
の
申
告
期
限
は
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
申
告
の
時

の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
ご
家
庭

に
お
送
り
し
ま
し
た
申
告
書
の
受

領
書
欄
に
記
載
し
て
あ
る
指
定
日

に
、
も
よ
り
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
課
税
課
職
員
が
お
り
ま

の

告

を

申

月

15 

日
ま

で

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
月
十
三
日
三
浦
、
鈴
田
、

萱
瀬
、
福
重
、
松
原
、
西
大
村
の

各
出
張
所
、
本
庁

三
月
十
四
日
竹
松
、
西
大
村

の
出
張
所
、
本
庁

三
月
十
五

日

竹

松
、
西
大
村

の
出
張
所
、
本
庁

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

二コ
金

難民ム

亡救

ナ
J、、南・北

を

南
ベ
ト
ナ

ム
、
北
ベ
ト

ナ
ム
聞
の
戦

争
は
二
十
有

余
年
聞
に
わ

た
る
長
期
間

の
も
の
で
、

両
国
は
も
ち

ろ
ん
ク
メ
ー

ル
お
よ
び
ラ

オ
ス
等
隣
接

各
国
の
戦
争

難
民
は
、
二

百
万
人
を
越

え
る
と
い
わ

れ
、
そ
の
惨

状
は
筆
舌
に

つ
く
せ
な
い

援

も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
長

崎
県
支
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
戦
争

犠
牲
難
民
に
暖
か
い
救
援
の
手
を

さ
し
の
べ
る
た
め
、
救
援
金
の
募

集
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

日
赤
大
村
市
地
区
で
も
、
乙
れ

に
呼
応
し
て
、
市
民
の
理
解
と
善

意
に
基
づ
く
、
自
発
的
拠
出
に
よ

る
募
金
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
救
援
物
品
は
取
り
扱
わ

な
い
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
期
間
三
月
三
十
一
日
ま
で

受
付
窓
口

市
社
会
課



⑥ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」
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お

し

り

せ

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

注
射
と
検
診

-
三
月
の
妊
婦

お
よ
び
乳
幼
児
検
診

圃
種
痘
の
予
防
接
種

場所

萱瀬出張所 9:30-11:00 
8日 竹松本町公民館 13: 30-15: 00 
13日 鈴田出張所 9:30-11: 00 
14日 三浦診療所 9:30-11:00 
20日 福重出張所

29日 松原出張所 13:30-15:00 

該
当
者
生
後
六
カ
月
か
ら
二
十

四
カ
月
の
者

禁
忌
者

①
著
し
い
栄
養
障
害
者
、
ま
ん
え

ん
性
の
皮
ふ
病
患
者
、
重
症
熱

患
者
、
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

の
既
往
症
の
あ
る
も
の
。

⑦
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な
い

も
の
。

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
一
カ

月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
O

B
C
G
接
種
後
一

カ
月
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の
。

圃
三
歳
児
検
診

三
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分
l
午
前
十
一
時

午
後
一
時
1
午
後
二
時
三
十
分

日
時

おおむら

種痘予防接種実施日程表

会 場名 |接種目 |検診日 |

市役所'13月13日I3月19日i

萱瀬出張 所 I3月13日13月19日|

諏訪 公 民館内-21竺!
|三浦 診療 所 I3月14日1 3月20日ilm出張所 3月14日I3月20日|

竹松本町公民館扇面回函|

福 重 出張所 :3月15日I3月22日|

中地区公民舘 13月16日!3月23日|

瓦瓦両面日記函幅一i
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※8日・ 29日は乳幼児のみ

-
車

一

動向
同

一

防巾同

一
き

ん
付

-

「

」

↑
し

-
↓

A
U
 

-

折

一

屈

一
こ
の
た
び
大
村
消
防
署
に
屈
折

ん
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
ハ
シ
ユ

一
ノ
ケ
ル
車
)
が
配
置
さ
れ
ま
し
た

一
こ
の
車
は
高
層
建
築
物
や
一
般

一
建
築
物
の
火
災
防
ぎ
ょ
と
高
層
建

築
物
の
人
命
救
助
用
と
し
て
活
躍

一

す
る
も
の
で
、
高
さ
が
十
六
メ

l
一

ト
ル
ま
で
延
び
、
高
層
建
築
物
の

一

五
階
か
ら
人
命
救
助
が
で
き
ま
一

す
。

一

大村消防署に配置

場

所

市

役

所

大

会
議
室

対

象

者

昭
和
四
十
四
年
九
月
生

ま
れ
の
人

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
料
金
は
無
料
で
す
。

募

集

時間はいずれも午後2時-3時

圃
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

開
催
臨
時
従
事
員
を

募

集

募
集
人
員
若
干
名

資
格
市
内
居
住
者
で
満
四
十
歳

以
下
の
女
子

自
筆
の
麗
歴
書
(
写
真
添

手
続

付
)
と
住
民
票
抄
本
を
三
月
十

一
日
ま
で
に
事
業
課
へ
提
出
の

こ
と

選
考
日
時
・
場
所
三
月
十
二
日

午
前
九
時

事
業
課

選
考
方
法
一

般
常
識
、
珠
算

面
接
、
身
体
検
査

※
く
わ
し
く
は
市
事
業
課
へ

園
大
村
少
年
合
唱
団
員

募

集

対

象

市

内
小
学
校
在
学
中
の
三

年
生
、
四
年
生
の
男
女
生
徒

人
員

五
十
名
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は、

適
性
検
査
を
実
施
の

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

う
え
決
定
し
ま
す
ゾ

期

間

三

月
十
五
日
ま
で

申
込

希
望
者
は
、
印
か
ん
持
参

の
う
え
所
定
の
申
込
書
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

市
内
久
原
郷

一
ノ一

中
央
公
民
館

(
電
話
。
|
四
三

一一一)

園
大
村
ク
ラ
ブ
従
業
員

募

集

募
集
人
員
お
よ
び
給
与
等

住
込
み
(
東
三
城
町
)
二

I
三
名

初
任
給
三
万
五
千
五
百
円

そ
の
他
国
家
公
務
員
に
準
ず
る

願
書
締
切

三
月
十
五
日
(
木
)

住
民
票

一
通
履
歴
書
二
通

写
真
二
枚

試
験
日
時
一
月
十
九
日

午
前
八
時
三
十
分

t-十
二
時

場
所
大
村
部
隊
厚
生
科

試
験
内
容
教
養
、
面
接
、
身
体

検
査

携
行
品

筆
記
具
、
ソ
ロ
パ
ン

※
く
わ
し
く
は

大
村
部
隊
厚
生
科
F

電
話
。

二
一
三
一
)
ま
た
は
防
衛
庁
共

済
組
合
大
村
ク
ラ
ブ
(
電
話
。

l
二
七
七
六
)
へ

講

習

会

-
運
転
者
講
習
会

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
運
動
の
一
環

と
し
て
運
転
者
講
習
会
が
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

H 円
ゾ 16日|

ゾ 17日|

運転者講習会日程表



(4) おおむら

貸

付

-
国
民
公
庫
融
資

制
度
の
ご
利
用
を

国
民
金
融
公
庫
で
は
次
の
と
お

り
貸
付
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

対

象

食

料
品
製
造
、
小
売
業
、

飲
食
広
、
喫
茶
店
、
食
肉
販

売
、
氷
雪
、
理
容
、
美
容
、

興
行
、
旅
館
、

浴
場
お
よ
び

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど

種
類

、設
備
資
金

(運
転
資
金
が

必
要
な
方
は
、
普
通
貸
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
)

限
度
一
千
万
円
以
内

(
特
別
の

場
合
一
千
五
百
万
円
以
内
)

利
率
年
六
・
五
%
l
七
・
七
%

市政だより
附和48年 3月 1日
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す~ま
凶
十
ノ
‘
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ぷ
w
-
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齢
引

『市民の声』

4月 1日

(四
年
目
か
ら
七
%
)

償

還

十

年
以
内
、
月
賦
返
済

申
込

国
民
金
融
公
庫
支
庖

※
く
わ
し
く
は
商
工
会
議
所

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
べ

ス
ポ
ー
ツ

圃
ニ
ッ
タ
ク
杯

月
例
卓
球
大
会

日

時

三

月
十

一
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

場

所

市

民
体
育
館

競
技
種
目
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

男
女
ダ
ブ
ル
ス

男
子
三
十
歳
以
上
の
シ
ン
グ

ル
ス

申
込
締
切

三
月
五
日
(
月
)

い百
。字

以
内
lζ 
ま
と
め
て
く
だ
さ

市
民
と
と
も
に
歩
む

明
る
い
市
政
を
築
く

た
め
、
『
市
民
の
声
』
・
あ
て
先
市
内
玖
島
郷
二
十
五

欄
を
設
け
、
市
政
に
市
役
所
内
総
務
課

対
す
る
み
な
さ
ん
の

『市
民
の
声
』
係

建
設
的
な
ど
意
見
を

H

.
紙
面
の
つ
ど
う
上
投
稿
さ
れ
た
4

四

月

一

日

号

か

ら

掲

向
ご
意
見
の
中
か
ら
、
す
ぐ
れ
た

載
し
ま
す
。

も
の
一
一
編
を
掲
載
し
ま
す
。

投
稿
要
領
は
次
の

-
締
切
り
日

と
お
り
で
す
。

-

内

容

市
政
に
対

す
る
建
設
的
な
ど

意
見
で
字
数
は
四

市
政
だ
よ
り
発
行
一

日
(
一
日
・
十
五
日
)
の
十
日

前
と
し
、

遅
れ
た
分
は
次
号
の

取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

申
込
場
所

水
主
町
七

O
四
親
和

金
融
合
資
会
社
内
俵
淳
一
郎

ま
た
は
本
町
大
村
ス
ポ
ー
ツ

社
大
村
卓
球
協
会

園
優
勝
市
役
所
チ

l
ム

市
内
実
業
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

一一
月
三
日
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
市
内
実
業
団
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
は
七
チ
l
ム
が
参
加

し
て
熱
戦
を
操
り
ひ
ろ
げ
、
市
役

所
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝

市
役
所

準
優
勝

発
電
所

三
位

大
村
部
隊

ろ
う
学
校

-
西
中
が
優
勝

市
内
教
職
員

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

一
一
月
十
一
日
西
中
体
育
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
市
内
教
職
員
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
の
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
し
た
。

ム
団
体
の
部
マ

A
パ

l
ト

優
勝

西
中

二
位

ろ
う
学
校

B
パ

l
ト

優

勝

西

中
(
B
)
二
位
玖
島
中

ム
個
人
の
部
マ

A
パ

l
ト

優 B ニ 優
勝 パ位 勝

ト 田 中夏
崎 ・
・王宝

増永
元組
組宕

茜z
.-h ザア

)校
、-'

，..，.，...，..，..ゆA

二
位

田
中

・
酒
井
組

(
三
城
小
・

萱
中
)

森
永
・
橋
本
組
(
西
中
)

そ

の

他

-
移
動
生
活

セ
ン
タ
ー
開
設

消
費
者
保
護
行
政
の

一
環
と
し

て、

県
、
市
共
催
の
移
動
生
活
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

日

時

三

月
八
日

(
木
)

午
後
一
時

t
午
後
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館

(乾
馬
場
郷
)

内

容

ス

ラ
イ
ド

「
プ
ラ
ス
チ
ツ

ク
の
品
質
表
示
」
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
食
器
の
ホ
ル
マ
リ
ン

検
出
テ
ス
ト
、

講
演

「
買
物
と
表
示
」
ほ
か

※
く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

圃
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会

日
時

三
月
十
二
日
(
月
)

午
前
十
時

1
午
後
三
時

場

所

長

崎
県
勤
労
福
祉
会
館

長
崎
市
桜
町
九
l
六

旬内内向両前~、内向内向両院""^^'旬.........._.......，.."'^' ............，."旬、内内"'̂ ^̂ "戸"'"

t.t.りし (4) (3) (2) (1)当;圃滋撒孟孟孟孟ー-総務号 :絞滋滋号線 官ら正四 久
り・てな 臼;圃圃昼過・E題副瞳昼 ?議総?職、暦 国平 原大
ま目、お 登 申 万当 持 i圃圃圃圃圃匿鍾騒誼園長 滋議 長主義 ;廷 に従五 l乙安城 村
す 曜毎 、 録請剣該 参~.薗圃圃圃艦翠照議議議築家議選院議 任五年 潜時 の 高
。祝月登手者類銃 す i・圃田富田園田園E睡能髭議鐘懇綴議翠量総 ぜ 位 (ん代跡 校
日十録数本発砲 る ~I圃圃画自由-輯霊童騒議盤13議謹謹量溢諮ら下と九でのと北
の一審 料 人見 万 も i盟 国 盟 国 富髄騨幽盟国れ 遠?九い中い側
場日査 ・の 届剣 の~.盟圏圃圃圏直盟圏直置置盟国語彊圃E・E・E 、江ち四たどわの
合 と 会 ー 印出 類 渇醒盟国圃圃園田園圃膿璽顛賜鷹肥 昨 年 藤 ろ れ 小
はなは 件鑑済 i冨盟盟掴置置画面圏園醒醸懸畿議繋欝欝警察 会合 守んゾ原故 て高
翌 つ原 五 証 i彊麗麗盟盟聾覇軍覇露覇盤畿議饗警察機忠 則と三朝直あいい
日て則百 ;語壇画瞳富田富画面画臨麗購韓議議Z怒 設 のい草廷澄 つ る 正
とおと円 t麗調理膿開顎摺覇聾覇軍躍聾鰻欝畿議議選 うう F かはて。が

が Jレに しめ たを京 域 る治藩 たえし 村をち
南 、域住 平て働南。務都そでまが祖直。ら、同へ賜
東大跡ま時名く北 め大のあで 福 と澄 れ 久 年 と わ 藤
に 手 は つ は をな朝 、呑間っ 久重なは 、原十おり津
面は約た本あど時 弘役約た 原 につ、 久一月も
し北五と堂げ、代 安、五。 城 好た大 原帯八む海 彼
て西手い川た 西に の鎌百 は武が村 城 の日い路 杵
いに 平わ添 。国 は 役倉年 、域 以氏 へ 乙宝寺 たを
た、方れい 武 、 に、幕、 ょ大を来を 落名な島。新高
。かメるの 将 南 も府大 村築十名 ちたに 任 来

。大領朝出の村氏い五の ち 地の
め! 村 主の 征 地氏 のて代り つに上 、三
手ト 館 とた し頭は 居 移純、 い 迎 陸 大郡

久

原

城

地

)
 

t
i
 

(
 

く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

圃
お
わ
び
と
訂
正

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
、

優

秀
賞
入
選
の
「橋
本
三
津
代
さ
ん
」

は
「
橋
野
三
津
代
さ
ん
」
の
誤
り

で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

市
立
図
書
館
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